
 

 

令和８年度 年間授業計画   科目名 物理基礎演習  学年 ３   理  科 
  

単 位 数 教 科 担 当 者 使用教科書・補助教材・その他 

１ 

山下 恵理 

物理基礎（実教出版） 
セミナー 物理基礎＋物理（第一学習社） 
チェック＆演習 物理基礎（数研出版） 
パックV 物理基礎（駿台文庫） 

  必 履 修 
  学校必履修 
○必修選択 
○自由選択 

 
◆学習の目標  

・物理的な事物、現象に対する関心や探求心を高め、物理学的に探求する能力と態度を育てる。 
・基本的な概念、法則を理解させ、科学的な自然観を育てる。 
・文系の生徒に対し、共通テストに対応できる十分な学力を養成する。 

 
◆主な学習内容・方法  
（１）日常的に起こるエネルギーの現象を観察，実験などを通して探究し，それらの基本的な概念や法則を理解させ，エネルギー

に関する見方や考え方を身に付けさせる。 
（２）電気・磁気について観察，実験などを通して探究し，電磁気現象の基本的な概念や法則を理解させる。また，日常生活で使

われている電磁気と関連させて考察できるようにする。 
（３）基本問題・入試問題について演習し，問題の解法・要点についての説明を行う。 
（４）与えられることを待つのではなく主体的に自学自習の学習の方法を早期に習得する。 

 
◆到達目標と観点別評価の評価規準  
単元ごとの到達目標は次ページの「学習到達目標」のとおり。 
 
〔観点別評価の評価規準〕 
 〇知識・技能 

日常生活や社会との関連を考えながら，物理現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解し，

説明することができる。観察・実験などに関する基本的な技能を身に付け，科学的に探究するこ

とができる。 
 〇思考・判断・表現 

物理現象に関して，課題を見出し，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，実験レポー

トなどで的確に表現できる。 
 〇主体的に学習に取り組む態度 

物理現象に関して，主体的に関わり，自ら課題を設定して解決しようと行動することができる。 
粘り強い取組を行おうとしたり，自らの学習を調整しようと行動することができる。 

 
◆年間予定授業時間  
予定時数   35時間 １学期（13時間） ２学期（14時間） ３学期（8時間） 

 
 
 
 
 
 



 

◆学習のしかた（予習・復習・宿題・課題・その他）  
[授業] 

授業に集中し, 授業で学習したことは授業中に理解するように主体的に取り組み、しっかりしたノート

を作成する。 

[復習] 

授業で学習した内容の宿題プリント、教科書、セミナー、共通テスト物理基礎、各自が選んだ参考書を

使って物理的理解を重点として学習を進めていく。 

[自学自習] 

与えられた学習のみを行うのではなく、自ら計画して学習するべきことを見つけ、継続的な学習を行う。 

  
◆授業計画  

学 
期 月 単元・教材等 

単元 

ごとの 

時間数 
学習の内容 学習到達目標 

１ 
学 
期 

４ 
電気と磁気 

① 静電気と電流 

 

 

 

 

 

② 交流と電磁波 

 

13 

 
 
 

･静電気 
･電流と電圧 
･ｵｰﾑの法則と電流・抵抗 
･非線形抵抗  
･磁場 
･電流磁場 
･発電機  ･電磁誘導 
･交流発電機 
･モーター 
･変圧器 
･送電   ･整流 
･電磁波の種類と性質 

・静電気の特徴を理解し、説明でき

る。 

・直流回路における電流・電圧・抵

抗の関係を理解し、計算すること

ができる。 

・電流と磁場の関係について説明す

ることができる。 

・電磁誘導と発電機の仕組みについ

て説明することができる。 

 

・電磁波について理解し、その特徴

や作用を説明することができる。 

 

５ 

６ 

７ 

２ 
学 
期 

８ 
物理と私たち

の生活 
① ｴﾈﾙｷﾞｰと

その利用 
② 物 理 学 が

招く世界 
 
 
問題演習 
 

2 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
12 

 

･ｴﾈﾙｷﾞｰの種類と発生方法 
･原子構造 
･放射線 
･核反応式 
･原子力 
 
 
 
･共通テストに対応した問題演習 

・様々なｴﾈﾙｷﾞｰとその移り変わりを

理解し、説明することができる。 

 

・原子の構造と性質について理解

し、説明することができる。 

 

 

 

 

・30 分 50 点満点の問題において、

すべての問題に解答することが

できる。 

 

９ 

10 

11 

12 

３ 
学 
期 

１ 
問題演習 8 ･共通テストに対応した問題演習 ・30 分 50 点満点の問題において、

80%以上の正答率を達成すること

ができる。 
 

２ 

３ 


